










紫斑病性腎炎 72 例を対象に ISKDC 分類による腎病変型と臨床像,治療,予後を対比し,キャ

リーオーバー症例の実体を検討した。小児期発症 30 例中のキャリーオーバーの頻度は 11

例(36.7%)で,その理由として腎病変の重篤性と同時に治療による経過の遷延化が寄与して

いた。しかし腎病変ⅠⅡ度の軽度例でも腎炎性尿所見が長期間持続し,また寛解,再燃を反

復する症例も存在して断続的キャリーオーバーとなることより長期の観察が必要となる。 


